
 
 

鳥獣新聞第 17号 平成 23 年 11 月 30 日発行  

今年は柿が豊作でした。しかし・・・？ 

 中山間地域では、多くのお宅の庭先に柿の木があります。今年は柿が豊作で、たわ

わに実っているようです。 

昔は秋のおやつとして、あるいは干し柿として、きちんと収穫されていました。し

かし、スーパーに行けば甘くておいしいおやつが手軽に買うことができる現代、収穫

されない柿が増えています。 

このような柿は、サルなど野生動物の格好の餌となり、彼らを集落に

誘引する原因にもなっています。 

第 17 号 
そろそろ冬準備号 

惣吉さんの家の庭で、お茶よばれしながら。 

寅次：今年はだいぶ柿がなってんなや。 

惣吉：ほだな。当たり年だわ。 

寅次：んだけっと、こんなにたくさん採らさんねーべ＊。 

惣吉：ほーだ。寅やん、持ってぐけ？ 

寅次：うちでもなってんだわ。昔はするする登ってって、食ったも

んだがな。 

惣吉：今どきは、孫も食わなかんべよ。 

寅次：食うのはサルぐれーだわ。  

＊採らさんねーべ：採れないでしょう 

誰がために柿はなる 
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柿以外にも・・・ 

 柿以外にも栗や桑、ユズなど、集落には動物が喜びそうな実のなる木がたく

さんあります。 

 

 

整備は地域ぐるみで不

地域ぐるみで不要果樹の伐採 

一人では伐れない木でも、地域で協力すれば伐ることができます。回覧板などで伐

ってもよい木をあらかじめ決めておくと、効率よく作業ができます。 

集落に実のなる木が少なくなると、それだけ出没する動物を減らすことができます。

木は個人のものですが、伐採によって集落全体の被害を減らすことができる

と考え、地域で協力して作業を行いましょう。 

上：耕作地横のユズ 

左：水田横の雑木林に栗の木があり、
秋には落下した実をイノシシが食
べに来ている 

～レンジで簡単～  
柿ジャムの作り方 

○材料：柿 200g、グラニュー糖

60g、レモン汁 15cc 
○作り方：柿を 4 つに切り、芯

と皮、種を取り除く。グラニュ

ー糖を加え、全体にまぶしてか

らレモン汁を加える。電子レン

ジ(500w)でフタをせずに約７～

８分加熱。冷蔵庫に 2 時間程度

保存してできあがり。 

食べてしまうのも対策です 


